
 

 
 

 
神奈川県立相原高等学校 

令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の課題発見能
力や問題解決能力
を育み、主体的に
学ぶ意欲を高める
ため組織的かつ持
続的な授業改善に
取り組むととも
に、専門性の向上
を図る教育に重点
を置いた教育課程
の編成をめざす。 

②学校行事や生徒会
活動等を充実さ
せ、生徒の主体的
な行動の促進を図
る。 

①ICT利活用を主
題とした組織
的な授業改善
を継続して進
め、生徒が主
体的に学ぶ意
欲を高めると
ともに、専門
性の向上を図
る教育に重点
をおいた教育
課程を編成す
る。 

② 生 徒 の 主 体
的・積極的な
学校行事への
参加を支援す
る。 

①日常的な授業
見学、年２回
の研究授業を
行い、ICTの効
果的な活用に
よる授業改善
を進める。ま
た、新教育課
程の編成およ
び実施に向け
カリキュラム
検討委員会に
て 確 認 を 行
う。 

②生徒を中心と
した体育祭、
文化祭、球技
大会等の学校
行 事 を 運 営
し、生徒の活
動 を 支 援 す
る。 

①年 2 回の研究授
業・公開授業を
行うことができ
たか。また ICT
利活用による授
業を実施し、授
業評価の分析や
教科ごとの研究
協 議 が 行 え た
か。また、専門
学科の特性に則
した教育課程を
編成することが
できたか。 

②学校行事に係る
生徒アンケート
で肯定的意見を
得る等、生徒が
満足する学校行
事を行うことが
できたか。 

①年2回の公開授業期間を
設け、各教科にて授業
見学や研究授業・協議
を行った。分散登校・
オンライン授業期間中
の生徒の学びのために
ICT を活用し、各 HR 教
室にインタラクティブ
電子黒板が導入された
ことにより、多くの職
員がICTの利活用に取り
組むことができた。 

 新教育課程の実施に向
け専門学科の特性に則
した教育課程を編成す
ることができた。 

②コロナ禍ですべての学
校行事開催が危ぶまれ
たが、文化祭、体育
祭、球技大会ともに時
期を検討し感染対策を
徹底して実施すること
ができた。特に文化祭
では工夫を凝らして模
擬店（調理・食販）を
行うことができ、生徒
の充実した活動を支援
することができた。 

①効果的な ICT の利活用に向
け、年間を通して授業見学
をできるよう工夫する必要
がある。継続して組織的な
授業改善に取り組む。 

 授業改善を進め、生徒によ
る授業評価の結果から授業
の工夫・改善・分析を行い
たい。 

②コロナ禍においても感染対
策のもと最大限の活動を実
施することができた。今後
も専門高校としてふさわし
い行事の在り方を検討し、
よりよい学校行事をめざし
ていきたい。 

①小学校では授業
でのＩＣＴ利活
用に向け、タイ
ピングスキルを
向上するための
取り組みを進め
ている。小学校
低学年からロー
マ字の学習と併
せてローマ字入
力を習得させる
よ う に し て い
る。そういった
取り組みを中学
校・高等学校で
も生かしてほし
い。 

②コロナ禍におい
ても感染対策の
もと最大限の活
動が実施されて
いることが分か
った。今後もよ
りよい学校行事
をめざしてほし
い。 

①組織的な授業研
究を推進し、分
散登校・オンラ
イン授業期間中
の生徒の学びの
ためのICT利活用
につながった。
一人１台端末の
活用に向けた指
導方法と新カリ
キュラムにおけ
る評価方法の研
究・開発が今後
の課題であると
考える。 

②コロナ禍におい
ても大きな学校
行事を、時期の
検討と感染対策
の徹底により実
施することがで
きた。感染力の
より強いウイル
スに対応し、行
事等を継続して
いくことが課題
である。 

①生徒が自分の考
えを発表したり
協議したりする
ような教室での
授業に適した情
報端末の活用方
法の研究・開発
とそれを支える
ソフトウェアの
導入及び研修を
行う。 
新カリキュラム
における指導計
画を作成し、そ
れに適した評価
方法や評価基準
を決定する。 

②その時に主流と
なるウイルスの
特徴と感染拡大
の状況を的確に
とらえ、行事の
規模や内容など
について柔軟に
対応していく。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①安心・安全な学校
生活を送るための
支援体制、指導体
制を確立し、豊か
な人間性や社会性
を備えた人材を育
成する。 

②専門学科の特性に
由来する部活動を
含め、教育活動に
おける部活動の取
組を支援する。 

①生徒の様々な
状況に応じた
組織的な支援
と生活指導を
行い、社会人
としてのルー
ル・マナーの
定着を図る。 

②生徒の学校生
活の充実を図
るため、生徒
の自発的な部
活動の取組を
支援する。 

①生徒の状況に
応じ組織的な
支援を行うと
ともに、身だ
しなみ指導と
交通安全教育
の 充 実 を 図
る。 

②生徒の部活動
加入率を維持
する、かつ加
入率の向上を
図る。 

①生徒の情報を共
有し円滑な支援
ができたか。ま
た、身だしなみ
や交通安全のル
ール・マナーを
徹底できたか。 

②生徒の部活動加
入率が維持でき
たか、かつ加入
率の向上が図ら
れたか。 

①昇降口指導や学年・HR
での身だしなみ指導
や、自転車等の交通安
全指導を充実し、ルー
ル・マナーを守る規範
意識の向上をはかるこ
とができた。 

②生徒の部活動加入率は
47.4 ％ （ 前 年 比 －
0.7％）であるが、運動
部への加入率は２％向
上した。専門性を活か
した部活動の運営を行
い、生徒を支援するこ
とができた。 

①いっそうの規範意識の向上
を目指し、身だしなみ指導
や交通安全指導の徹底をは
かる。また、生徒に対する
日頃からの声掛けを大切に
していく。 

②約半数の生徒が部活動に加
入しているが、今後も専門
高校の魅力ある部活動の充
実を図り、部活動加入率を
向上させていきたい。 

①地域の中学校で
の生活指導の落
ち着きを反映し
て、高校でも落
ち着いた学習活
動が行われてい
ることが分かっ
た。生徒に考え
させる生活指導
を目指してほし
い。 

②生徒の体験的活
動を増やすよう
にしてほしい。 

①身だしなみ指導
や自転車等の交
通安全指導につ
いて充実するこ
とができ、生徒
の規範意識の向
上を図ることが
できた。 

②コロナ禍にあっ
ても活発に部活
動を行うことが
できた。加入率
のさらなる向上
が課題である。 

①規範意識をさら
に向上させるた
め、生徒に身だ
しなみを整える
意味を考えさせ
ることで、主体
的な取り組みと
することが課題
である。 

②新入生への紹介
方法や行事など
での在校生への
アピールなどを
工夫することが
必要であると思
われる。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 14日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

夢と活力ある産業
人材の育成に向け
て、専門高等学校
の特性を生かし基
礎的な知識や技能
を体得して、社会
的・職業的に自立
する人物の育成を
図る。 

①農商併置校と
しての特性を
生かし、イン
ターンシップ
や農業体験を
通じ知識や技
能の体得、進
路への活用を
目指す。 

②学年毎に適し
たガイダンス
を実施し、進
学や就職に見
合う基礎学力
やマナーの定
着を図る。 

①本校の特性や
生徒のキャリ
アデザインに
即した、イン
ターンシップ
や農業体験を
周知し参加を
促す。 

②ガイダンスや
出前授業等を
多様な分野で
実施し、生徒
の視野の拡張
と進路への意
識を向上させ
る。 

①就職希望者はイ
ンターンシップ
に参加すること
ができたか。ま
た、農業体験参
加生徒にとっ
て、進路選択に
有効であった
か。 

②進路への意識向
上により、進路
室の利用が活性
化したか。生徒
の挨拶やマナー
の意識は向上し
たか。 

①インターンシップ・農業
体験への参加を呼びかけ
希望生徒の手続きを進め
たが、夏季休業時は新型
コロナ感染症の影響によ
り実施に至らなかった。 

②会場・座席の工夫。オン
ラインの活用によりガイ
ダンス等を実施し、進路
室利用方法等を周知し
た。３学年だけでなく、
１,２学年の利用者も増
え、進路への意識が向上
した。 

①インターンシップ・農業体
験への参加は、生徒自身の
進路・適性を考えるうえ
で、貴重な体験となる。来
年度も感染対策を検討しな
がら参加できる体制を整
え、準備・周知を進めた
い。 

②生徒の進路希望調査の結果
や進路室の利用状況を分析
し、学年や時期に応じたガ
イダンス・講話等の適切な
進路指導の見直し検討に努
めたい。 

①コロナ禍により学
校外の活動が制限
されていることが
多く、体験的な学
習が少ないことが
危惧される。 

②一般受験など進路
決定の方法が広が
っていることはよ
いことであると思
う。家庭の経済状
況により進路選択
が狭められている
ことは心配であ
る。 

①コロナ感染症の
影響でインター
ンシップ・農業
体験が実施でき
なかった。コロ
ナ禍で感染症対
策と校外活動の
両立が今後の課
題である。 

②進路室の利用者
を増やしたこと
で生徒の意識改
革を進めること
ができた。進路
担当者の負担を
分散することが
課題である。 

①感染症への対応に
ついて生徒の家庭
や体験先の事業所
にしっかりと理解
してもらうことで
来年度は実施した
い。 

②進路指導グループ
と３学年団の業務
分担を明確化する
ことで進路指導の
効率化を図りた
い。 

４ 地域等との協働 

①地域に根ざした
様々な産業との
連携を重視した
教育に取り組む
とともに、産業
社会に役立ち産
業社会の発展に
寄与する人材を
育む。 

②地域に信頼され
る学校づくりを
推進する。 

①学科や校内外
の枠を超えた
連携により、
専 門 性 を 高
め、実践的な
教育を推進す
る。 

②学校説明会、
体験入学、学
校ホームペー
ジ を 活 用 し
て、本校の魅
力 を 発 信 す
る。 

①直売所や各種
連携事業の新
規事業の立ち
上げに向けた
校内・校外の
連 携 を 強 化
し、環境整備
を行う。 

②本校の魅力を
発信できる説
明会、体験入
学等の充実を
図 る と と も
に、学校ホー
ムページを活
用して情報を
発信する。 

①直売所や連携事
業の新規立ち上
げを行えたか。 

②アンケートによ
り、本校の魅力
について、「わ
かった」と答え
る人が半分以上
いたか。 

①感染症対策の観点から、
直売所や連携事業が思う
ように進まなかった点が
あった。一方で麻布大学
との連携など次年度以降
に向けた新規の連携事業
を立ち上げることができ
た。 

②学校説明会、体験入学の
アンケートでは「よくわ
かった」という回答が７
割を超えており、「やや
わかった」を加えると９
割に達した。 

①コロナ禍でできなかった各
学科、地域との連携事業を
継続するとともに、新たな
地域との連携を模索する。 

②学校説明会、体験入学等は
引き続き充実した内容を継
続して実施していく。学校
案内、学校ホームページの
内容を検討して適時に情報
発信に向けて取り組む。 

①新型コロナウイル
スの影響で地域活
動が減っており、
特に１・２年生の
直売所等で販売経
験が少ないこと
は、今後の実践的
な活動に向けて不
安材料である。 

②様々な検定試験の
取得支援を進路に
つなげている取り
組みはもっとアピ
ールするべきであ
ると考える。 

①麻布大学との連
携事業により農
業科の課題研究
や農業クラブの
研究班の研究活
動をさらに活性
化させる準備を
整えることがで
きた。感染症対
策と直売所での
活動の両立が課
題である。 

②学校説明会で本
校の魅力を十分
伝えることがで
きた。活動の継
続が課題とな
る。 

①麻布大学との連携
事業の出前授業や
研究支援を積極的
に活用し、生徒に
充実した研究環境
を提供する。 
直売所の活動を工
夫し、感染症対策
をして実践的な活
動を行う。 

②さらにホームペー
ジを充実させるこ
とで、本校の学習
活動を中学生にア
ピールする。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教員の働き方改
革を推進するた
め、組織的な学
校運営と校務の
効率化を図ると
ともに、一層の
事故防止に努め
る。 

②教育環境の整備
や学校防災の取
組 に よ り 、 生
徒・保護者・地
域との信頼関係
を構築する。 

①教員の働き方
改革推進の観
点から、各種
視聴覚・情報
関連の設備や
機器の整備、
管理、利用法
の 徹 底 を 図
る。 

②防災備蓄品の
整備や災害発
生時に対応し
た防災教育を
図ることと同
時に、教育環
境の整備等を
行う。 

①設置・配備さ
れた各種視聴
覚機材や情報
機器の管理や
利用の方法を
周知すること
で、教員の働
き方改革を推
進する。 

②防災備蓄品の
整備を行い職
員と情報を共
有する。防災
訓練等を計画
実施し、校内
美化にも努め
る。 

①Ｗｉ-Ｆｉ関連
機器の管理を、
管理簿等を利用
して行えたか。
また、その利用
法を周知するた
めの研修を実施
できたか。 

②防災備蓄品の整
備・情報共有が
進められたか。
計画的な防災訓
練を行うことが
出来たか。ま
た、校内美化が
進められたか。 

①９月に１か月間行ったオ
ンライン授業では、教員
のレベルに応じた研修会
を実施し、Ｗｉ-Ｆｉ関
連機器を活用した授業
を、時間割通りに配信す
ることができた。 

②毛布や防災マット等の購
入、救急用品の更新などを
計画的に進めることができ
た。防災訓練についても、
感染症対策を取りつつ、年
2 回実施することができ
た。掃除用品の購入・更新
などを行い、美化委員によ
る定期的な校内清掃を実施
することで、校内美化を進
めた。 

①使用する教室によってＷｉ
-Ｆｉの接続環境が異な
り、安定した配信を保つた
めに苦労した。各教室内に
接続ポイントが設置されて
いることが必要である。ま
た研修では特に年齢層によ
りリテラシーが大きく異な
るため、十分な時間をかけ
て実施する必要がある。 

②防災備蓄品については毎
年、整備・更新する必要が
ある。コロナ禍における防
災計画の見直しなど、地域
と連携し進めることが必要
であると考える。 
衛生用品、清掃用具など引
き続き更新を進めたい。 

①オンライン授業の
実施やインタラク
ティブ電子黒板の
導入が授業へのＩ
ＣＴ利活用を推進
する起爆剤となっ
ていることがわか
った。 

②近隣を流れる川の
氾濫を危惧してい
る。地域にある避
難場所はその開設
に条件があり、相
原高校に避難所と
しての役割を期待
している。 

①インタラクティ
ブ電子黒板とＷ
ｉｆｉＡＰの全
教室への整備が
終了し一人１台
端末を授業で活
用する準備は整
った。生徒への
アカウント付与
やＷｉｆｉ接続
支援が今後の課
題である。 

②感染症対策をし
て防災訓練を行
うことができ
た。継続が課題
である。 

①生徒へのアカウン
ト付与については
ＩＣＴ支援員の協
力を得て進めてい
く。生徒端末のＷ
ｉｆｉ接続につい
ては年度当初のス
ケジュールに組み
込んでいくことで
担当者の負担軽減
を図る。 

②今年度の実施方法
を記録に残し次年
度に引き継いでゆ
く。 


